
審議会等の会議結果報告（例）     ※公開の場合

１ 会議名 第８回津市地籍調査推進協議会

２ 開催日時
平成２９年５月１９日（金）

午後１時３０分から午後２時２０分まで

３ 開催場所 津市本庁舎７階第７１会議室

４ 出席した者の氏名

（津市地籍調査推進協議会委員）

生川介彦、近藤 仁、小黒敏克、後藤輝人、丹羽芳久、

太田増一、矢代勝彦、山本嘉雄、川井一浩、横山文美、

片岡則之、前田雅也

（事務局）

用地・地籍調査推進室長 後藤 誠

用地・地籍調査推進室参事 松山芳和

用地・地籍調査推進室参事 篠原敏彦

用地・地籍調査推進室地籍調査推進担当副主幹 木村恒徳

用地・地籍調査推進室地籍調査推進担当副主幹 海住 愛

５ 内容

委員の就任について

地籍調査事業の体制について

平成２９年度事業について

その他

６ 公開又は非公開 公開

７ 傍聴者の数 １人

８ 担当

用地・地籍調査推進室地籍調査推進担当

電話番号 ０５９－２２９－３５６４

Ｅ-mail 229-3193@city.tsu.lg.jp 

・議事の内容   下記のとおり

＜事務局＞ 定刻より早いですが、皆さまお集まりいただきましたので、始めさせてい

ただきたいと思います。 

本日は、大変お忙しい中、ご出席をいただき、誠にありがとうございます。

 ただ今から、「第８回津市地籍調査推進協議会」を開催させていただきま

す。 

 本日、進行を務めさせていただきます用地・地籍調査推進室の後藤でござ

います。よろしくお願いいたします。 

まず、開催に当たりまして、建設部長の大西から一言、皆様にご挨拶申し

上げます。

大西部長 皆様こんにちは。建設部長の大西でございます。 

開催に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日はご多忙の中、ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

ご承知のことだとは思いますが、本市の地籍調査でございますが、平成２

７年度に津市地籍調査事業計画を立てまして、平成２７年度から平成３６年

度までの１０年間で、国道２３号線から東側の沿岸部２６ を重点的に進め

ようということで、現在取り組んでおります。 

事業の推進に当たりましては、皆様方には、自治会や国、専門家の代表と

して貴重なご意見、アドバイスを頂き、また、地元説明会や立会の際の地元

の調整などをご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

この後の事項の中でも説明させていただきますが、今年度、私どもの体制

が変わりました。 

また、予算についても、昨年度に比べて倍増ということで、本格的に取り

組んでいきたいと考えておりますので、引き続き皆様方のご協力をお願いし

たいと思います。 



どうぞよろしくお願いします。 

簡単ではございますが、挨拶とさせていただきます。 

＜事務局＞ ありがとうございました。 

ここで、建設部長につきましては、公務の関係上退席させていただきます。

大西部長 失礼します。

＜事務局＞ 本日の会議を開催するに当たり、杉本委員、におかれましては、ご欠席と

の報告をいただいてございますので、ご報告をさせていただきます。 

なお、当協議会は、津市情報公開条例第２３条の規定に基づき、公開とし

ております。 

本日の傍聴希望者は１名でございますので、入室を許可していることを報

告します。 

それでは会議を進めさせていただきます。 

本協議会の議長ですが、津市地籍調査推進協議会設置要綱第６条第１項の

規定により、会長が務めることとなっておりますので、太田会長よろしくお

願いいたします。

太田会長 本日は、委員の皆様方、大変お忙しい中、協議会にご出席いただきまして

ありがとうございます。 

２月２０日に第７回の協議会が開催され、今回第８回目の開催でございま

すが、皆様方には議事進行のご協力をよろしくお願いいたします。 

座って失礼させていただきます。 

まず、協議会の成立の可否について、事務局より報告をお願いします。

＜事務局＞ それでは、ご報告申し上げます。 

ただいま、協議会委員１３名中１２名の方がご出席いただいておりますの

で、津市地籍調査推進協議会設置要綱第６条第２項の規定により過半数の出

席と認め、会議は成立しております。

太田会長 ありがとうございました。 

 本日の協議会が成立しているということを確認させていただきました。 

 それでは、今回の推進協議会ですが、事項書の内容から確認をしたいと思

います。 

 事項２として「委員の就任について」、事項３として「地籍調査事業の体

制について」、事項４「平成２９年度事業について」となっております。 

 今回の推進協議会についてですが、事項書にあるとおりの議事について議

論することでよろしいでしょうか？ 

お諮りいたします。 

  

委員 （「異議なし」の声あり） 

太田会長 ありがとうございます。 

 それでは、今回の推進協議会におきまして、事項書にある内容を議題とし

たいと思います。 

 また、今回の会議録の署名委員につきましては、「丹羽委員」と「片岡委

員」にお願いしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

それでは、順次進めてまいります。 

まず、事項２の「委員の就任について」、事務局から説明をお願いします。



＜事務局＞ 事項２「委員の就任について」でございますが、当協議会の委員として新

たにご参画いただく委員をご紹介したいと思います。 

本日、この協議会を開催させていただく前に、川井一浩委員を新たに委嘱

させていただきました。 

川井委員におかれましては、真柄委員の後任として、公益社団法人三重県

公共嘱託登記土地家屋調査士協会理事長よりご推薦をいただいております。

なお、この協議会の所掌事項といたしましては、地籍調査の普及及び啓発

に関すること。地籍調査実施計画の策定に向けた調査及び検討に関するこ

と。地籍調査の円滑な実施に向けた調査及び検討に関すること。となってお

ります。

太田会長 ありがとうございます。 

 川井委員におかれましては、本日、ご出席をいただいておりますので、一

言ご挨拶をいただきたいと思います。 

川井委員お願いします。 

川井委員 皆様こんにちは。三重県公共嘱託登記土地家屋調査士協会の社員でありま

す、土地家屋調査士の川井と申します。 

本日、委嘱状をいただきまして、この会議から出席させていただきました。

土地家屋調査士としての専門的な観点から少しでもお役に立てるように

努力したいと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 

太田会長 川井委員ありがとうございました。 

では、次の事項に進んでまいりたいと思います。 

事項３「地籍調査事業の体制について」事務局からの説明をお願いします。



＜事務局＞ それでは、地籍調査事業の体制について、ご説明申し上げます。 

 まず、資料といたしまして、本年５月１日に市長定例記者会見において「平

成２９年度地籍調査を加速化します！」と題して発表をさせていた

だきました際の資料をご用意させていただいておりますので、資料

の５ページ、また、前のスクリーンにも同じ資料を映させていただ

きますので、どちらかをご覧ください。 

これまで、推進協議会の皆様のご協力をいただきながら地籍調査を進めて

きておりますが、推進協議会におきましても、「地籍調査担当職員の増強」

に関するご要望をいただいてきたところでございます。 

これまでは、地籍調査につきましては、建設政策課の調査担当において担

当しておりましたが、本年４月より、建設部内に「用地・地籍調査推進室」

を新設させていただきました。 

「用地・地籍調査推進室」は、公共工事に係る用地取得等を担当する「用

地担当」と、地籍調査の推進を担当する「地籍調査推進担当」とで組織して

おり、地籍調査推進担当としまして、平成２８年度は他の調査事業と併任し

た３人の担当でありましたところを、今年度は専任担当６人と倍増いたしま

した。 

また、法務局より、登記事務の専門家であるＯＢ、２人迎え入れ、非常勤

参与として配置しております。 

本日は非常勤参与２名も出席させていただいておりますので、ご紹介させ

ていただきたいと思います。 

前職が津地方法務局次長の松山さんです。 

前職が津地方法務局松阪支局長の篠原さんです。 

このように室を新設し、職員を倍増、非常勤参与の配置により体制を強化

し、法務局との密接な連携を図るとともに、担当職員の専門性を高め、地籍

調査をより強力に推進させていただきます。 

以上でございます。 

太田会長 ありがとうございました。 

 それでは、「地籍調査事業の体制について」、何か、質問等ございませんで

しょうか？ 

では、ないようですので、次の事項に進んでまいりたいと思います。 

事項３「平成２９年度事業」について事務局からの説明をお願いします。

＜事務局＞ それでは、平成２９年度事業につきまして、説明をさせていただきたいと

思います。 

先ほどの資料に沿って説明させていただきたいと思いますので、先

ほどの資料、もしくはスクリーンをご覧ください。 

まず、「平成２９年度地籍調査を加速します！災害復旧対策としての地籍

調査の強化」ということで、資料の２ページをご覧ください。 

「地籍調査への取り組み」につきましては、これまでも推進協議会の皆様

にご協力いただきながら取り組んできた内容となりますが、津市としまして

は、南海トラフ大地震に伴う津波災害に備え、沿岸部を重点整備区域と定め、

平成２７年度に策定した津市地籍調査事業計画に基づき、平成２７～３６年

度までの１０年間で集中実施することとしております。 

地籍調査は、津波災害時のライフライン等の速やかな復旧・復興やインフ

ラ整備の円滑化を主な目的としていますが、地籍調査が実施済であれば、土

地の境界確認や調査測量などを省略できるため、事業期間が大幅に縮減でき

ます。また、用地リスクが少ない事業計画の策定ができるほか、用地取得が

円滑に実施できますので、これらを目的として、地籍調査に取り組んでおり

ます。 

資料の３ページをご覧ください。 



「重点整備区域内の状況」ですが、計画全体面積は２６ となっておりま

して、そのうち、地図のピンク色の部分、香良洲地区・河芸地区の北部の面

積３．７１ を地籍調査、緑色の部分、雲出・高茶屋・橋内・南立誠・北立

誠・白塚・栗真・河芸地区の南部の面積１１．６２ を官民境界等先行調査

で津市の事業として実施することとしています。 

また、地籍調査及び官民境界等先行調査を実施することとしていますピン

ク色・緑色部分につきましては、それぞれの調査に先立ちまして、国土交通

省が実施する都市部官民境界基本調査を行っていく予定です。 

また、地図の真ん中ほどの黄色い部分の２．６６ は津地方法務局による

調査を要望している地域です。 

残りの紫色の部分８．０１ は既に調査が済んでいる地域となっておりま

す。 

続きまして、資料の４ページをご覧ください。 

「地籍調査の推進①」としまして、平成２９年度の当初予算が倍増となり

ました。 

このグラフにありますように、市町村合併当初の平成１８年度は約１，５

００万円でありましたが、その後予算額は横ばいとなっておりました。津市

地籍調査事業計画を策定した平成２７年度から少し上がってきまして、平成

２８年度には約３，７００万円でしたが、平成２９年度につきましては、国

に対し積極的な要望活動を行い財源確保を行ったうえで、約７，７００万円

に当初予算比で約２倍に増加しております。 

次の５ページの「体制の強化」につきましては、先ほど説明させていただ

きましたとおりとなっております。 

次に６ページをご覧ください。 

「重点整備区域の進捗状況」についてですが、市が実施主体として行って

おります地籍調査事業につきましては、平成２７年度に香良洲町の稲葉地

区、平成２８年度に香良洲町の川原地区・小松地区において境界立会及び地

籍測量を実施させていただきました。 

これらの境界立会につきましては、自治会長さんや地元の皆様のご協力に

より、ほぼ１００％の立会率で調査を実施させていただくことができており

ます。 

平成２８年度末の進捗率につきましては、津市全体で３．２９％の見込み

となっています。なお、見込みとなっていますのは、進捗率は国が実施主体

である箇所も含まれまして、６月にならないと進捗面積が確定しないという

ことで、現時点では見込みとさせていただいております。 

また、右側の国土交通省が実施主体として行う都市部官民境界基本調査に

つきましては、地図の黄色い部分、高茶屋・雲出・香良洲地区が実施済でご

ざいます。青色の部分、雲出・南立誠・白塚地区が現在実施中となっており

ます。地図上側のピンク色の部分、河芸地区につきましては、液状化対策の

調査として、また、赤色の部分、白塚・栗真・北立誠・橋内地区につきまし

ては、南海トラフ型として、それぞれ国に対し事業の実施を要望している箇

所となっております。 

次に資料の７ページをご覧ください。 

「平成２９年度の事業計画」についてですが、香良洲地域におきまして、

桜町地区・地家地区・砂原地区・浜浦地区の境界立会及び地籍測量を実施、

また、稲葉地区・川原地区・小松地区において、立会結果により作成した地

籍図及び地籍簿の閲覧の実施をいたします。 

それぞれの実施時期につきましては、桜町地区・地家地区の説明会及び境

界立会を６月から８月頃、砂原地区・浜浦地区の説明会及び境界立会を７月

から１０月頃、稲葉地区の閲覧を６月から７月頃、小松地区の閲覧を１０月

から１１月頃、川原地区の閲覧を１１月から１２月頃と予定させていただい

ておりますが、詳しい日程等につきましては、壁側にも貼らせていただいて



おりますが、このようなスケジュールで今年度進めていく予定でございま

す。また今後、香良洲地区の自治会長さんや公嘱協会さんとも調整させてい

ただきながら進めさせていただきたいと考えておりますので、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。 

以上です。 

太田会長 ありがとうございました。 

 それでは、ここまでの事項で、何か質問等がございませんか？ 

後藤委員 はい。 

太田会長  後藤委員。 

後藤委員 早い質問かも知れませんが、予算のことで室長に質問します。 

全体的な計画の中で、７，７００万円くらいあれば、これからも毎年度よ

いということですか？ 

それとも、もう少し要るということですか？ 

  

＜事務局＞ 調査内容で当然金額が変わってきますので、以前皆様にご検討いただきま

した１０カ年計画に基づきまして、その計画で必要な予算を要望していくと

いうことで、今年度につきましては７，７００万円ということでございます。

後藤委員 先は分からないけれども、変化もあり得るということですね？ 

＜事務局＞ はい、そうです。 

当然、地籍調査の一筆地調査というのは、経費もそれなりに掛かってまい

りますので調査費用としては高くなりますし、官民境界先行調査になります

と、もう少し費用を抑えた状況で調査を実施できますので、それぞれを組み

合わせた予算を要求していくことになります。 

後藤委員  特に調査を伸ばしていく中で、庁内や市長の中で問題はありますか？ 

＜事務局＞  国の方からも調査を進めようと力強いお言葉をいただいており、今回我々

スタッフも増強できましたので、このまま予算を頂戴しながら円滑に事業の

推進に取り組んでいきたいと考えております。 

太田会長 他に何かありませんか？ 

丹羽委員 はい。 

太田会長 丹羽委員。 

丹羽委員 ６ページの河芸が液状化対策で、あとはみな南海トラフ型と書いてありま

すが、この違いはどういうことですか？ 

＜事務局＞ 国が進める中での予算の要望の仕方、いわゆる我々の作戦の中で、当然今、

この南海トラフ型と言いますのが主流となってきております。ただ主流とな

っているため、それだけ要望の数も多いというところでございますので、津

市の中では南海トラフ型と液状化対策の２つの対策で取り組んでいきたい

ということで、分けさせていただいております。 



太田会長 要するに、予算を取りやすいということですね？ 

＜事務局＞ はい、そのように考えて分けています。 

太田会長 他に何かありませんか？ 

小黒委員 はい。 

太田会長 小黒委員。 

小黒委員 液状化型と南海トラフ型でやることは一緒ですか？ 

＜事務局＞ はい、やることは一緒です。 

  

小黒委員  要するに液状化もぐちゃぐちゃになるので境界が分からなくなる、南海ト

ラフ型は津波でやられてしまう、だからそれに対応して調査をしておくとい

うで、内容的には一緒ということですか？ 

  

＜事務局＞  津市で実施する調査の前の先行調査を国に依頼している部分であります

ので、国が実施する理由として、南海トラフ型と液状化対策の２種類でお願

いしている。実施していただく内容は２つとも同じ内容をしていただきま

す。 

  

太田会長  ありがとうございます。 

 他に何か？ 

  

小黒委員  香良洲は雲出川の川の真ん中で境界が分かれていますか？ 

  

＜事務局＞  今おっしゃっていただいているのは、こちらの線のことで、ここまで調査

をするのかとおっしゃっていただいていますが、境界ではなく、地図上に線

が引かれているだけです。 

堤防まで調査をしておりますが、川の中まで調査はしておりません。 

  

小黒委員  河川区域は違うのでは？ 

河川堤は河川のもので、河川堤防の敷地外になるのでは？ 

  

＜事務局＞  はい、おっしゃるとおり河川堤防の外です。 

  

小黒委員  河川法の中には入り込めないのではないですか？ 

  

＜事務局＞  調査対象範囲にさせていただいておりません。 

 基本的に国土調査の中で河川は除外地域になっています。 

河川法もありますが、底地の話で、河川堤防は国交省の雲出川出張所から

来ていただいて調査をしています。 

  

小黒委員  国交省も河川堤防は立会に来るということですか？ 

＜事務局＞ はい、堤防の内側は立会してもらっています。 

太田会長 その他に何か？ 

ないようですので次の事項に進んでまいりたいと思います。 

事項５「その他」について、委員の皆さま、何かございませんでしょうか？



ないようですので、私から事務局へお聞きしてよろしいですか？ 

＜事務局＞ はい。 

太田会長 たしか、昨年の夏頃でしたかに、事務局からの説明で、民間開発などに伴

って測量された結果を地籍調査と同様の効果があるとして扱うことができ

るような説明を受けた記憶があるのですが、あれはどういったことでしょう

か？ 

＜事務局＞ はい、少しお待ちください。 

平成２８年９月２８日に開催いたしました第６回推進協議会の中で、国土

調査法第１９条５項指定の説明と資料の配布をさせていただいております。

その内容といたしましては、先ほど会長がおっしゃっていただいたように、

土地に関するさまざまな測量・調査の成果について、その精度・正確さが地

籍調査と同等以上の場合に、地籍調査の成果と同様に取り扱うことができる

こととなっておりまして、宅地開発等の事業の際に作成した地図を国土調査

法１９条５項の指定を受けることができますことから、今後、取り組んでい

きたいという説明と、その取り組み事例としては、委員皆様の地元等で開発

行為が計画されたり、そういったご相談があれば、市の地籍調査担当へ国土

調査法第１９条５項についての話を聞いてほしいということをお願いした

と記憶しております。 

太田会長 私が住む香良洲地区内では、そういった開発行為がされることが少ないで

すが、山の方ではそういった開発行為がされると思います。私は、その制度

を周知することがなかったのですが、事務局側としての取り組みはどういっ

た状況か説明できますか？ 

＜事務局＞ はい。現在、本市において開発等の行為がなされる前に、その開発行為等

にかかる事前協議等を行っております。その際に、津市より国土調査法第１

９条５項指定制度のご説明をさせていただいておりますが、残念ながら今の

ところ、この制度が民間活用されるまでに至っていない状況です。しかしな

がら、こういった制度があります。という周知活動には繋がっているところ

だと認識しております。 

太田会長 では、今後もこの制度を活用してく方向ということですね？ 

＜事務局＞ はい。そのように考えております。 

小黒委員 はい。 

香良洲の対象地域の真ん中は梨畑ですか？ 

＜事務局＞ 真ん中の白い所はほ場整備をしているところです。 

先ほどの地図で言いますと、紫色にさせていただいております。 

後藤委員 開発と言うのは１ｈａ以上ですか？ 

それとも、市の条例か何かで決まっているのですか？ 

＜事務局＞ 色々な開発行為について、協議で済むものや申請行為が必要なものにより

様々な面積がございまして、その協議に我々の方に来ていただくことになっ

ています。その時点でこういった制度を活用できないかというような説明を

させていただいております。 

第６回の協議会以降そのようなことをしておりますが、取り組んでいただ

いているところが、今のところない状況です。 



山本副会長 ほ場整備のところは、座標は持っていませんよね？ 

昭和５０年代の初め頃ですので。 

＜事務局＞ 昭和５０年代の初め頃ですので、座標値はないです。 

ただ、ほ場整備していただいていますので、ある一定の成果で地図が整備

されているということで、今回は調査の対象としておりません。 

前の地図で言いますと、津市役所本庁と書いてあります下のところは紫色

で塗ってありますが、こちらは戦災復興と言われ、戦争時に焼けて、その後

地図が作られましたが、それらも整備がされているという扱いで、先ほどの

香良洲のほ場整備の所と同じ扱いで、今回の調査の対象エリアから外させて

いただいているところでございます。 

小黒委員 昔のほ場整備の所は、現場に行くと合わないのでは？ 

＜事務局＞ 当時の技術でされていますので。 

太田会長 協議会の中で測量手法の話、たしかＧＰＳ測量の積極的な活用による現地

作業の効率化の話や相続問題等よりおこる筆界未定のことを議論いただき、

事務局へ様々な手法を用いた事業展開をお願いしたと記憶しております。少

しでも、早く事業が進捗できる方法を検討し取り組んでいってほしいと思い

ますが、委員のみなさんいかがでしょうか？ 

では、他に何かございませんでしょうか？ 

なければ、事務局から何か連絡事項等はございませんでしょうか？ 

＜事務局＞ それでは、事務局から２点、連絡させていただきます。 

１点目についてですが、これからの推進協議会の開催日程についてでござ

います。 

会長、副会長と日程調整をさせていただいた上で、具体的な日程を決めさ

せていただきたいと思っております。現時点におきましては、第９回の推進

協議会につきましては、秋頃を予定し、内容としては今年度の進捗状況等に

ついてになるかと考えております。 

 ２点目につきましは、推進協議会の冒頭で決めていただきました議事録の

署名についてです。 

本会議終了後、約１４日程度で、議事要旨を作成したいと考えております

ので、本日指名された丹羽委員、片岡委員につきましては、議事要旨作成後、

その後こちらから議事録の確認に伺いさせていただきますので、その際には

ご確認をいただきますようよろしくお願いします。 

また、本日の資料の一番最後に、我々の用地・地籍調査推進室の座席表を

付けさせていただきました。 

本来ですとこちらに全員参加させていただき、ご挨拶させていただかなけ

ればならないところですが、業務の加減がございますので、この座席表でご

承知いただければと思います。 

太田会長 ありがとうございました。 

小黒委員 はい。 

香良洲でやっている中でこんな問題があるということがあれば、今後のた

めに教えていただけませんか？ 

＜事務局＞ 現場をやっている者から答えさせていただきます。 



ずっとさせていただいている中で、協議会の場も当然ありますが、地元の

役員さん、例えば水利組合長さんなども入っていただき、担当者が直接話を

聞かせていただきながら、所有者さんと折衝して進めていくことになります

ので、どうしても行政の力だけではやっていけない部分があります。そうい

ったことへの力添えや、不在者の親戚関係を聞かせていただくことなどが必

要となってきます。その辺りについては十分助けていただいたと思っており

ます。 

地籍調査は、立会をしていただかないと進んでいきませんが、立会をして

いただくために通知文書を送付しますが、都会の方へ行かれたり、相続され

ていないなどの問題にぶつかってしまいます。その中で地元の役員さん方、

ここにおられます委員さんお２人に知り合いかどうかを聞かせていただい

たり、ここへ尋ねてはというアドバイスをいただいたり、また、場合によっ

ては現地の立会に同席いただいたり、説明会への出席を促していただくなど

のご協力をいただいております。いかに来ていただくかというところが我々

の課題点であると考えておりますので、そういったところへのご協力をお願

いしたいと思います。 

片岡委員 法務局の方から関連事項としまして、登記には所有者の住所・氏名を載せ

ていますが、相続の登記がされていない、住所変更して引っ越したのに登記

が変更されていないという場合がいくつもあります。そうすると、調査自体

が変わっていることを調べて調べてしていかないと進んでいかないという

ことになります。相続の場合になると、一人二人の話では済まない場合もご

ざいまして、そのため法務局では現在相続登記の促進をお願いしております

ので、ご理解、ご協力をいただければと思います。 

横山委員 ＧＰＳの話が先ほど出ましたが、測量の話で申し訳ないですが、日本独自

のＧＰＳ衛星が、今年３基打ち上げられ、平成３０年４月までに１基から４

基になります。ということで、ＧＰＳの測量の精度も相当上がるだろうと言

われています。 

今は、基準点はＧＰＳで測っていますが、国の施策としては境界も測れる

ところはＧＰＳで測りなさいというような新技術が提案されていますので、

そのような方向に向いていくのかなと。国の予算付けもそうなっているの

で、よりＧＰＳが使われていく方向になっていくと思います。 

太田会長 やはり地元の自治会の役員さんにお世話になることになりますので、ご協

力をお願いします。 

他に何かございませんか？ 

ありがとうございました。 

 では、本日のすべての事項を終了いたしました。では、最後に、事務局の

方へお返しします。 

＜事務局＞ 本日は、お忙しい中、ありがとうございました。 

 これで、第８回の推進協議会を終了させていただきます。 

 お車でおみえになりました方につきましては、こちらにスタンプを用

意させていただいておりますので、事務局にお申し付けください。 

以上でございます。どうもありがとうございました。 


